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財務常任委員会（令和３年６月10日） 

◎委員長（黒川 武君） 皆さん、おはようございます。 

 定刻になり関係者の皆さんおそろいですので、ただいまから財務常任委員

会を開催いたします。 

 当委員会に付託されました案件は、議案１件であります。審査に入る前に

当局から挨拶をお願いします。 

◎総務部長（中村定秋君） 皆さん、改めましておはようございます。 

 今回、６月の補正予算につきましては、新型コロナウイルス感染症対応の

予算のほか、当初予算では見送りました新しい事業、政策的な事業について

も計上させていただいております。その関係で例年の６月補正よりは項目が

多くなっておりますけれども、関係職員も出席しておりますので、丁寧な答

弁に努めてまいりたいと思っております。よろしくお願いいたします。 

◎委員長（黒川 武君） ありがとうございます。 

 それでは、審査に入ります。 

 議案第55号「令和３年度岩倉市一般会計補正予算（第４号）」を議題とし

ます。 

 当局の説明はいかがいたしましょうか。 

〔「省略」と呼ぶ者あり〕 

◎委員長（黒川 武君） 当局の説明を省略し、直ちに質疑に入ります。 

 質疑は歳出から行います。 

 初めに、款２総務費についての質疑を許します。 

 質疑はございませんか。 

◎副委員長（水野忠三君） 11ページ、12ページ、財産管理費、公用車購入

事業でございます。７人乗りの新しい車を導入されるということですけれど

も、関連しまして、まず現在、岩倉市の公用車、いわゆる黒塗りの公用車と

いうのは何台所有されていますでしょうか。 

◎行政課長（佐野 剛君） いわゆる黒塗りと言われる車は２台所有してお

ります。 

◎副委員長（水野忠三君） ２台ということでございますが、いわゆる黒塗

りの公用車を運用する運転手の方、どういう方が何名、そしてその方がお休

みされているときなどは、どういう方が運転を替わられるかお伺いしたいと

思います。 

◎行政課長（佐野 剛君） 運転手としましては、会計年度任用職員として

２名の方を任用させていただいております。その方が休みのときの対応とし
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ましては、いわゆるクラウン１号車と言われる、専ら市長が乗られるほうの

車の運転手の方につきましては、休まれるときには秘書企画課の職員が運転

することが多くなっております。 

 また、２号車と言われる議長さん等が専ら乗られる車につきましては、議

会事務局の職員が運転することが多くなっております。 

◎副委員長（水野忠三君） それで、その２台の車の稼働状況、利用日数で

あるとか、稼働率であるとか、お示しいただける数字があったらお伺いした

いと思います。 

◎委員長（黒川 武君） 関連でお答え願いたいと思います。 

◎行政課長（佐野 剛君） 令和２年度の稼働がコロナの関係で少し少なく

なっておりますので、元年度の実績での回答とさせていただきます。あと半

年での回答でお願いしたいと思います。元年度の４月から９月の６か月間の

稼働状況です。 

 いわゆるクラウン１号車と言われる市長が専ら乗られる車のほうが半年で

103回、また２号車につきましては、半年間で24回の稼働ということでござ

います。 

◎委員長（黒川 武君） 他に質疑はございませんか。 

 同一の質問ですか。 

◎副委員長（水野忠三君） 関連で。 

◎委員長（黒川 武君） 端的に。 

◎副委員長（水野忠三君） それで、ちょっと以上を踏まえてということな

んですけれども、公用車に関しては、自治体さんによって様々な御議論があ

るかと思います。本市において利用する、あるいは運用する際の指針とか方

針、効率的な運用など大事かと思いますが、どのような方針で運用されるか

お伺いしたいと思います。 

◎行政課長（佐野 剛君） 運用の方針でございますが、まず乗られる方の

業務の目的に合った稼働ということになると思うんですけれども、言えるこ

とは、効率的な運用に努めたいということでございます。 

◎委員（宮川 隆君） すみません、関連でお願いいたします。 

 公用車を購入するに当たって、以前、江南のあそこは市庁舎でよかったん

ですかね。白の７人乗りを購入した際に、愛知県市長会で会場に乗りつけた

ところ、黒塗りではなかったということで駐車場に回されて、駐車場から歩

かされたと当時の市長がぼやいていたんですけれども、今回は色までは示さ

れてはいませんけれども、アルファードの７人乗りということなんですが、

時代も変わっておりますけれども、そういうようなことも配慮された車種選



３ 

定になっているんでしょうか。 

◎行政課長（佐野 剛君） まず色につきましては、現在は黒色を想定して

おります。 

 また、車種選定につきましては、これまで５人乗りというのを２台所有し

ていたわけなんですけれども、例えば小牧岩倉衛生組合での会議であったり、

多人数で乗るような会議もあるかと思いますので、そういったものにも活用

できるような車種を選定したものでございます。 

◎委員長（黒川 武君） 他に質疑はございませんか。 

◎委員（谷平敬子君） 自転車のヘルメットの購入費の補助金のところなん

ですけれども、補助対象品の中で製品保証マークがついた自転車乗車用ヘル

メットとありますけれども、このマークがついたというのは、ＪＩＳという

のがあると思うんですけれども、ほかにありますでしょうか。 

 それとあと、自転車用ヘルメット2,000円なんですけれども、個数が200個

とあるんですけれども、この200個というのは、どういったことで200個と出

ているんでしょうか。 

◎協働安全課長兼市民プラザ長兼市民活動支援センター長（小松 浩君）

まず１点目のＪＩＳマークといったような安全マークについては、まずＪＩ

Ｓマークについては、製品の安全性に特化したものではなくて、工業標準化

の促進を目的とした規格になっておりますが、こういった似たマークとしま

して、今回、ヘルメットにつくマークといたしましては、ＳＧマーク、ＪＦ

Ｃマーク、ＣＥマーク、ＧＳマークといった海外でも表記されている安全性

の高い、適合したという承認を得たマークがございます。 

 それから２点目でございますが、200個の積算根拠でございますが、今回

は愛知県のほうで同じ補助事業が実施されますけれども、愛知県におきまし

て、予算計上する際に積算根拠の情報提供をさせていただいております。 

 愛知県におきましては、2019年の第２回県政世論調査、こちらの調査の結

果を基に、まず県内で自転車を利用される方の人数の推計、あと自転車に乗

られる方のうち、ヘルメットを着用せずに自転車に乗車する方の割合といっ

たような推計値を基に根拠として愛知県のほうは予算計上しておりますので、

本市におきましても、愛知県の根拠を参考に今回200個という形で予算計上

させていただいておりますので、よろしくお願いいたします。 

◎委員（桝谷規子君） 関連でヘルメット事業ですが、若年者のほうで子ど

も会とか、高齢者のほうで老人会、ゆうわ会などでまとめて補助を申請する

とかという方法は取られるんでしょうか。 

 また、購入は市内店舗でということで限られているんでしょうか。 



４ 

◎協働安全課長兼市民プラザ長兼市民活動支援センター長（小松 浩君）

まず今回の申請につきましては、団体での申請というような形は想定してお

りません。個人での申請でお願いをしたいと考えております。 

 それから、市内業者での購入ではなくて、市外においても購入していただ

いたヘルメットを対象と考えております。 

◎委員長（黒川 武君） 他に質疑はございませんか。 

◎委員（梅村 均君） 同じくヘルメットの件ですけど、先ほど積算根拠は

分かりましたが、対象者の数、概略でもいいので、分かればと思います。７

歳から18歳までと65歳以上で数値を教えていただけないでしょうか。 

◎協働安全課長兼市民プラザ長兼市民活動支援センター長（小松 浩君）

今回、補正で予算計上させていただいた根拠における人数ですけれども、ま

ず65歳以上の方につきましては、今回、３月１日現在の人口を根拠とさせて

いただいておりますが、３月１日現在で65歳以上が１万2,196人、それから

７歳から18歳につきましては、4,828人という状況でございます。 

◎委員長（黒川 武君） 他に質疑はございませんか。 

◎委員（堀  巌君） 関連でお願いします。 

 さきの県の世論調査ということで、年代別の乗車率みたいなところを掛け

合わせての積算だと思うんですけれども、その率というのはどのような数字

なんでしょうか。 

◎協働安全課長兼市民プラザ長兼市民活動支援センター長（小松 浩君）

まず、65歳以上の方で自転車を利用する割合については38.3％で、ヘルメッ

ト未着用で乗車される方が91.3％という状況でございます。 

 それから７歳から18歳につきましては、自転車を利用する方が77.1％で、

ヘルメットを未着用で自転車に乗られる方が60％といったような数値が出て

おります。 

◎委員（堀  巌君） それを踏まえて、200個で足りない場合については、

また補正をかけるということでよろしいんでしょうか。 

◎協働安全課長兼市民プラザ長兼市民活動支援センター長（小松 浩君）

状況を見て適切に対応してまいりたいと考えております。 

◎委員（木村冬樹君） すみません、総務費で幾つかお聞かせください。 

 最初に、事務管理費のＳＤＧｓ普及推進委託料についてお聞かせください。 

 今回の委託料につきましては、日本福祉大学の学生と連携してＳＤＧｓに

取り組む市民活動団体や企業などを広報紙で紹介するという内容だと思いま

す。 

 このＳＤＧｓ普及推進の事業につきましては、総合計画などにも掲げられ
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ているということで、これから進められていくというふうに思っていますが、

肝心なのは、やっぱり市民にどうやって意識をしてもらうかということでは

ないかなあというふうに思います。 

 17の目標があって、例えば貧困をなくそうだとか、飢餓をゼロにだとか、

ジェンダー平等を実現しようだとか、人や国の不平等をなくそう、あるいは

平和と公正を全ての人にという目標については、ある意味、政治だとか社会

に働きかけていく内容になってくるというふうに思いますけど、今回の委託

事業と関連して、そういったＳＤＧｓをどのように市民に意識してもらうか

ということについて、何か考えがありましたらお聞かせください。 

◎秘書企画課長（秋田伸裕君） 今回、日本福祉大学の学生さんと一緒に広

報紙で紹介していくわけなんですけど、ここで身近な企業だとか、市民団体

がどういった取組をしているのとか、どういった考えを持っているか、そう

いったことを紹介していくことで、市民の方にも身近に感じていただけるん

じゃないかなというふうには思っております。 

◎委員（木村冬樹君） 今回の事業はそうですね。ですけど、なかなか貧困

をなくそうだとか、さっき言ったようなことについては社会に働きかけてい

く活動になってくるもんだから、そういった点で、やっぱり市民がそのこと

を意識するということが大事だと思いますので、今回、関連してになるから

それ以上聞きませんけど、ほかの取組もいろいろ考えていくことになろうか

と思いますが、そういった点についての考え方が今あれば教えていただきた

いと思います。 

◎委員長（黒川 武君） 暫時休憩します。 

（休  憩） 

◎委員長（黒川 武君） 休憩を閉じ、会議を再開します。 

◎秘書企画課長（秋田伸裕君） 今回、みんなのＳＤＧｓを募集しますとい

うことで、先ほどの市民団体だとか、企業のほうにもそういった取組をして

いれば教えてくださいというふうにしていますが、その中にも個人の方にも

そういった考えを教えてくださいということで募集をしておりますので、個

人の方も今回の募集で考えていただけると、ＳＤＧｓの取組について、幅広

く普及していくような形になるかなあというふうには思っております。 

◎委員（木村冬樹君） はい、分かりました。また、引き続きこの問題、課

題については議論していきたいと思います。 

 次に、市制50周年記念事業ですけど、ギネス世界記録挑戦折り紙協会委託

料ですが、５万匹のこいのぼりの折り紙を市民に折ってもらってというとこ

ろだと思いますが、まずスケジュール的には、この企画はどのような流れで
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進んでいくのでしょうか。スケジュールをちょっと教えていただきたいと思

います。 

◎秘書企画課長（秋田伸裕君） まだ実施日については明確には決まってい

なくて、秋か冬ぐらいに実際のチャレンジのほうを行いたいというふうに思

っております。それによって折り紙なんかの募集についても、ちょっと時期

的には変わってくるのかなというふうに思っております。 

◎委員（木村冬樹君） まだスケジュールが定まっていないということで、

その先のことを聞くのは難しいかもしれませんけど、出来上がって世界記録

となってというところになると思うんですけど、これを展示することという

のは非常に大事じゃないかなというふうに思いますが、そういったことの考

えは、今現在どのようになっているんでしょうか。 

◎秘書企画課長（秋田伸裕君） 現在、まだ決まってはおりませんが、この

チャレンジに使った後のこいのぼりを、例えば学校だとか、保育園だとか、

そういったところで有効的に使っていただける方法はないかということで、

現在検討しておるところでございます。 

◎委員（木村冬樹君） はい、分かりました。 

 じゃあ次ですけど、私も公用車購入事業についてお聞かせください。 

 ７人乗りのハイブリッド車ということで、多目的に使えるものをというこ

とで、この間、ずうっと一般質問などで求めてきていますけど、具体的な使

途は、先ほど言ったような、一部事務組合に議員を送る場合などに使ってい

くということですが、市民だとか、幅広く使っていくという考えはあるのか

どうか。それからまた、セダン型の黒塗り公用車がもう一台あるということ

で、この更新もいずれ来ると思いますけど、今後も多目的に使えるような車

にしていく考えなのか、この２点についてお聞かせください。 

◎行政課主幹（兼松英知君） 今回購入する７人乗りの車両につきましては、

特別職、議長、議員さんの使用を想定しているため、一般的に貸出しで開放

するというところは考えておりません。 

 また、もう一台のセダン型の黒塗りの車両の購入計画につきましては、現

在のところで未定であります。以上です。 

◎委員（木村冬樹君） はい、分かりました。 

 また、その時期になったら議論したいと思います。 

 次に、防犯推進事業の特殊詐欺等対策電話機等購入費補助金についてお聞

かせください。 

 コロナ禍で家にいることが多い高齢者世帯を狙った詐欺や予兆電話が増え

ているというのは、もう周知のとおりであります。こういう対策を取っても
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らうことは、非常に重要だというふうに私も考えています。 

 それで、今年度に入ってから購入した分が補助の対象になるということで、

以前からつけている方などもいるというふうに思いますが、例えば電話機そ

のものに機能がついたもの以外にも、後づけでできるようなものというのも

あるんでしょうか。また、それについてももちろん対象になるということで

よろしいでしょうか。 

◎協働安全課長兼市民プラザ長兼市民活動支援センター長（小松 浩君）

今回対象とさせていただく製品につきましては、既存の固定電話に後で取り

付ける特殊詐欺対策用の機器についても、対象とさせていただくこととして

おります。 

◎委員（木村冬樹君） はい、分かりました。 

 じゃあ次に、安心安全カメラ設置管理事業についてもお聞かせください。 

 100台という形で設置されて、それから30台だとか、10台だとかという予

算化になってきているところであります。 

 それで、今回市長選挙もあってということで、６月補正で上げられてきて

おるのかなと思いますけど、安全安心カメラに対する区の要望というのはど

ういう状況なのか、お聞かせいただきたいと思います。 

◎協働安全課長兼市民プラザ長兼市民活動支援センター長（小松 浩君）

今年度におきましては、現在、相談・要望については、２つの行政区から４

台ほど相談・要望等が出ている状況でございます。 

◎委員（木村冬樹君） はい、分かりました。 

 私から最後ですけど、最後の情報化管理費だとか、賦課費だとか、戸籍住

民基本台帳費の関係で、いわゆる証明書等の手数料のモバイル決済について

であります。 

 手数料の額がそんなに多くないということで、それほど多く見込んでない

のかなと思いますが、それぞれどのぐらいの件数を見込んでいるのかという

ことと、あと１件当たりの手数料というのは、それぞれ幾らになるのかとい

うところについてもお聞かせいただきたいと思います。 

◎委員長（黒川 武君） 暫時休憩します。 

（休  憩） 

◎委員長（黒川 武君） 休憩を閉じ、会議を再開します。 

◎市民窓口課長（富 邦也君） 件数的には、実際には月で計算しますと…

…。 

◎委員長（黒川 武君） 暫時休憩します。 

（休  憩） 
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◎委員長（黒川 武君） 休憩を閉じ、会議を再開します。 

◎市民窓口課長（富 邦也君） 令和２年度の実績にしまして、市民窓口課

で窓口交付の枚数で発行した件数が４万9,895件になっております。そのう

ち、金額的には1,254万500円という形に令和２年はなっておりますので、そ

れの８か月分で計算させていただいて、実際は１万3,544円という形になり

ますので、月のほうは。 

 決済相当額のほうは、コンビニ交付の形の手数料のほうを参考にさせても

らいまして５％という形で計算させていただきましたので、それで８か月分

になりますが、１万4,000円ほどを計上させていただいております。 

 すみません、もう一つ。 

 決済の利用の上限額というのがありまして、実際、調べますと税込みで

3.24％が利用のところになっておりますので、その3.24％で予算のほうは計

上をさせていただいております。 

◎委員（木村冬樹君） ちょっとよく分かりにくかったんですけど……。 

◎市民窓口課長（富 邦也君） すみません。 

◎委員（木村冬樹君） 全部令和２年度の実績の大体５％ぐらいがモバイル

決済をするだろうという見込みで予算化したということでいいですか。 

◎市民窓口課長（富 邦也君） もう一度、きちっと答えさせてもらってい

いですか、すみません。 

◎委員長（黒川 武君） 市民窓口課長、落ち着いて答弁願います。 

◎市民窓口課長（富 邦也君） すみません。 

 令和2年度の窓口における証明発行の手数料は年間1,254万500円で、月額

にしますと104万5,420円で、見込みとしまして、コンビニ手数料を参考にし

まして５％で見込ませていただいております。それがキャッシュレス決済に

なる見込みとさせていただいて、キャッシュレス見込みの手数料3.24％が上

限というふうにありますので、それを計算すると月1,693円ほどの手数料が

かかってくると思われます。そこで、早く導入できれば８月から開始する予

定でいきますので、８月から開始しますと８か月分かかってきますので、そ

れの1,693円分の８か月分で１万4,000円を計上させていただきました。 

◎委員（木村冬樹君） 何となく分かるからいいですけど、総額で1,254万

幾らといううちの５％がモバイル決済で行われるだろうということで、その

3.24％が手数料の上限ということで、それに基づいて１万4,000円を出した

ということですね。 

 税務課のほうも同じということでよろしいでしょうか。 

◎税務課長（古田佳代子君） 積算方法は同じです。利用の想定を５％と見
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込んで、支払う手数料の手数料率が上限の3.24ということで積算をしている

ので同じです。 

◎委員長（黒川 武君） 他に質疑はございませんか。 

〔挙手する者なし〕 

◎委員長（黒川 武君） 以上で、款２総務費についての質疑を終結します。 

 続いて、款３民生費についての質疑を許します。 

 質疑はございませんか。 

◎委員（梅村 均君） 老人福祉費の高齢者地域見守り事業ですけど、高齢

者のサロン活動等でこうした整備というニーズがあるのかどうかというとこ

ろをいま一度確認したいんですけど、こういった地域のほうからの要望なん

かもあったんでしょうか。こうしようと決めた背景を教えてください。 

◎長寿介護課長兼老人憩の家所長兼多世代交流センター長（中野高歳君）

地域のニーズということでいきますと、コロナ禍においてサロン活動が十分

にできていない、そういった状況がございました。直近で調べたところによ

りますと、把握しているサロン22のうち約半数近くが休止している状況があ

りまして、その中でもやっぱり見守りであったり、そういった必要性があり

ますので、活動の団体からは何かいい手法はないか、そんな相談を受けてい

た状況はございます。 

◎委員長（黒川 武君） 他に質疑はございませんか。 

◎委員（木村冬樹君） 関連で同じところでお聞きします。 

 具体的に高齢者地域見守りオンライン活用事業ということで、どういうよ

うな運用になっていくのかなというところをお聞かせいただきたいんですけ

ど、例えばサロン活動をやっている団体に貸し出して、また行けないけどそ

ういう人たちと交流ができるように、自宅でオンラインで交流するという形

になってくるんじゃないかなと思うんですけれども、その両方に機器を貸し

出すということでよろしいのかということと、高齢者の人たちがそれを活用

できるようなレクチャーといいますか、そういったことについても、どのよ

うに考えているのかお聞かせください。 

◎長寿介護課長兼老人憩の家所長兼多世代交流センター長（中野高歳君）

木村委員のおっしゃるような運用の方法になってくるかなと思います。 

 タブレット等を用いて活動したいという申出があった団体に、まずメイン

となる会場にはパソコンですね、ホスト側として。直接参加できる方には会

場に来ていただいて参加していただければいいんですが、参加できないよう

な方については、タブレットをお貸ししてタブレットで参加をする、そんな

ようなイメージで考えております。 
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 あと高齢者になりますとパソコンであったり、タブレットですね。そうい

った使い方がなかなか分からないという方も見えるかなあと思いますので、

まずはシステムの運用の方法であったり、デモンストレーションをして使い

方を学んでいただいたり、あとは今回、ウェブ会議のシステムを使いますが、

そういった利用方法につきましても、講座を開催するなどしてサポートをし

ていきたいと考えております。お願いいたします。 

◎委員長（黒川 武君） 他に質疑はございませんか。 

◎委員（桝谷規子君） 関連してですが、今回は高齢者のサロン活動に特化

しているという形での事業なわけなんですが、多世代交流センターをはじめ、

くすのきや第三児童館の２階のふれあいホールなどでは、やはり高齢者中心

の様々な活動をやられているわけなんですが、そこに常設したＷｉ－Ｆｉ設

備を今後つける予定とか、そこら辺はどうなんでしょうか。 

◎長寿介護課長兼老人憩の家所長兼多世代交流センター長（中野高歳君）

近年は高齢者においてもスマートフォンが普及しておりまして、それを用い

てインターネットを利用する方も多くなってきている状況は見受けられます。

町なかにおきましては、無料でインターネットに接続できるフリースポット

が増えてきておりまして、市内公共施設においても、市役所本庁舎をはじめ

生涯学習センターや、あと市民プラザではフリースポットが整備されている

状況です。 

 高齢者においても、インターネットを利用する機会というのは今後ますま

す増えてくると思いますので、さくらの家などにおきましても、フリースポ

ットの整備については、一度研究をしていきたいと思っておりますので、お

願いします。 

◎委員長（黒川 武君） 他に質疑はございませんか。 

〔挙手する者なし〕 

◎委員長（黒川 武君） 以上で、款３民生費についての質疑を終結します。 

 暫時休憩します。 

（休  憩） 

◎委員長（黒川 武君） 休憩を閉じ、会議を再開します。 

 続いて、款４衛生費についての質疑を許します。 

 質疑はございませんか。 

◎委員（片岡健一郎君） 路上喫煙禁止区域案内看板等設置事業についてお

伺いいたします。 

 今回、条例の制定に伴いまして、岩倉駅の東及び西側に喫煙所を設置する

ということで、それに関する予算だと思いますが、今後についてお伺いしま
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す。今後、路上喫煙禁止区域をもし追加された場合、例えばですけど、ほか

の石仏駅や大山寺やほかの公共施設の周辺とか、そういったところで路上禁

止区域を追加した場合、喫煙所もセットで今後も設置するお考えはあるのか

お聞かせください。 

◎環境保全課長（隅田昌輝君） 路上喫煙の規制に関する条例の喫煙場所に

ついてのお尋ねをいただきました。 

 昨年度行いました検討委員会の中でも、法で認められている喫煙という権

利を保障するといったところから、禁止区域を設けた場合は、喫煙場所を設

置するというのはセットになるだろうという御議論をいただきました。です

ので、立地条件等はあるかと思いますけれども、基本的には禁止区域を新た

に設置した場合は、喫煙場所を設置するという考えで思っています。 

◎委員（大野慎治君） 私も同じ箇所で路上喫煙の喫煙所と案内看板、路面

貼付けシールはいつまでに設置するような考えなんでしょうか。 

◎環境保全課長（隅田昌輝君） 禁止区域の指定については、今のところ12

月１日を予定しておりますので、12月１日の直前に路面表示と看板を設置す

るといったところで、見積業者とは可能であるかどうかという、具体的には

11月の下旬になると思いますけれども、設置をするという形で考えておりま

す。 

◎委員（大野慎治君） １点、喫煙所について、他市町ではＪＴさんに協力

して喫煙所を設置するところもあるんですが、そういった考え方はあるんで

しょうか。 

◎環境保全課長（隅田昌輝君） 昨年度の検討委員会でも、ずうっと傍聴に

ＪＴ（日本たばこ産業）さんの一宮支店さんに来ていただきまして、非常に

関心を持っていただいております。 

 そんな中でどういった協力をいただけるかということの御相談を差し上げ

て、喫煙場所に置く灰皿、そういったものの整備については御支援いただけ

るというような、今のところ話合いではそういう段階に入っております。 

◎委員長（黒川 武君） 他に質疑はございませんか。 

◎委員（木村冬樹君） じゃあ同じ場所で聞きます。 

 路上喫煙禁止区域における喫煙所を設置するということで、仕切り用の植

栽をするということであります。 

 それで、なかなか難しい問題だというふうに思っています。一方ではやっ

ぱり見えないようにしなきゃいけないし、一方では、全く見通しの悪い場所

をつくってしまっては、かえって危険なこともあるんじゃないかなというふ

うに思うんですけど、どの程度の植栽を考えているのかお聞かせいただきた
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いと思います。 

◎環境保全課長（隅田昌輝君） 現在のところ、これはまだ見積りの段階で

すけれども、駅東についてはトイレの裏側を想定しておりますので、その入

り口のところにプランターを１つ置きまして植栽を置くと。 

 それから、駅西のほうの広場ですね。噴水のある広場のエレベーターの北

側になりますけれども、そちらのほうにおいては、植栽がもともとあるとこ

ろがありまして、それの前と横というんですか、囲むようにしてプランター

を２基置きまして、もともとある植栽も利用してそこに木を植えて、一応周

囲を囲む形になるんですけれども、全く見えない状態にするわけではなくて、

木に隠れて喫煙していただくことはできるけれども、周りから全く見えない

状態になるという状況ではない環境を整えようと考えております。 

◎委員（木村冬樹君） 分かりました。 

 ちょっと前に戻ってしまってすみません。 

 コロナワクチン接種に係る時間外勤務手当のことでもお聞かせいただきた

いと思います。 

 具体的に４月、５月の担当者の時間外勤務はどれぐらいになっているのか、

月当たりですね。また今後どのぐらい６月、７月、時間外勤務を見込んでい

るのか。こういった点について、月の時間で教えていただきたいと思います。 

◎健康課長兼保健センター長兼休日急病診療所長（原 咲子君） まず、４

月の時間外ですけれども、こちらのほうは時間外勤務管理ツールからの数字

になりますが、トータルとしまして、４月約368時間になります。そして、

５月もトータルで498時間になります。今後の６月以降の時間外の考えてい

る時間数ですけれども、いろいろ職員に集中しないようにということを考え

まして、６月は以降177時間というような形で考えております。 

◎委員（木村冬樹君） 例えば月当たりの時間外勤務の最高の方というのは、

どのぐらいやられたのかということも少し参考までに教えていただきたいと

思います。 

◎健康課長兼保健センター長兼休日急病診療所長（原 咲子君） ４月、５

月で一番最高の時間数を見ますと93時間になります。 

◎委員（木村冬樹君） 過労死ラインは御存じのとおり月80時間ということ

でありますので、これを超えているということで、とても深刻な状況ではな

いかなというふうに思います。 

 ６月以降、標準化するといいますか、ばらしていくということで、こんな

時間になるということがないように対応していただきますように、職員の健

康管理にも十分気をつけて対応していただきたいと思います。 
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 本会議で桝谷議員が聞いたように、やっぱり一定のこういった時期の応援

の方もいますけど、増員なども考えていかなきゃいけない。これから特に感

染症対策というのは、次の感染症、次の感染症という形で起こってくる可能

性もありますので、先を見て検討していただきたいというふうに要望してお

きます。 

◎委員長（黒川 武君） 他に質疑はございませんか。 

◎委員（桝谷規子君） 本会議でもお聞きしたときに、お答えとして会計年

度任用職員を増員して対応していると答弁があったわけなんですが、この会

計年度任用職員は保健師の方も含まれているんでしょうか、お聞かせくださ

い。 

◎健康課長兼保健センター長兼休日急病診療所長（原 咲子君） 会計年度

任用職員の中に保健師は含まれておりません。 

◎委員長（黒川 武君） 他に質疑はございませんか。 

〔挙手する者なし〕 

◎委員長（黒川 武君） 以上で、款４衛生費についての質疑を終結します。 

 続いて、款６商工費についての質疑を許します。 

 質疑はございませんか。 

◎委員（鬼頭博和君） 新型コロナウイルス感染症対策プレミアム商品券発

行事業についてお聞かせください。 

 今回は予約販売のみということで聞いているんですけれども、３万セット

ということで書いてあるんですが、仮に売れ残りが出てしまった場合とか、

そういったことについて、何かお考え等があればお聞かせください。 

◎商工農政課長（竹井鉄次君） 前回の実績等を見ますと、３万セットとい

うのが一定妥当な数字だと思って今回上げさせていただきましたが、もし余

るようなことがあれば、今回、予約販売のみというふうにさせていただいて

おりますので、そこについては余剰分ということになろうかと思います。 

◎委員長（黒川 武君） 他に質疑はございませんか。 

◎委員（木村冬樹君） このプレミアム商品券のことですけど、前回やられ

て非常に並んで買ったような方たちもいっぱいいたというふうに思います、

郵便局等で。同じようなやり方で市民に購入してもらうという考えで進めて

いくのか。 

〔「予約販売」と呼ぶ者あり〕 

◎委員（木村冬樹君） ああ、そうか。予約販売ということだもんだから、

同じじゃないと思うんですけど、だから、予約した人たちにどういうふうに

して手渡るような形になっていくのか、ちょっと具体的に教えていただきた
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いというふうに思います。 

◎商工農政課長（竹井鉄次君） 今回はおっしゃっていただいたとおり予約

販売のみでございます。前回につきましては、販売を郵便局さんにだけお願

いをしておりましたが、今回は土・日を４回、商工会のほうで販売をすると

いうところで、平日のみの対応ではなくて、土・日でも対応できる機会とい

うのを設けさせていただいております。 

 そういったこともあって、購入できる機会というのも大きく設けることに

よりまして、前回のような混雑、特に前回の混雑は一般的に販売したものの

ときにより多く見られたというふうに記憶しておりますけれども、そういっ

たことが緩和されるように、今回はそのような配慮をさせていただいており

ます。 

◎委員（大野慎治君） すみません、関連で。 

 昨年度プレミアム商品券を発行いたしましたが、昨年度の予約分は何万セ

ットだったんでしょうか、予約で販売されたのは。 

◎商工農政課長（竹井鉄次君） 約２万セットを予約販売させていただきま

した。以上です。 

◎委員長（黒川 武君） 他に質疑はございませんか。 

 関連でも構いません。 

◎委員（木村冬樹君） ビジネスサポートセンター運営事業費補助金でお聞

かせください。 

 今回、市内事業者の販路拡大や人材確保、あるいはＢＣＰの作成などの取

組に補助を出していくということでありますが、例えばこういう販路拡大、

人材確保、ＢＣＰというものについて、市内の事業者がどの程度今取り組ま

れているのかというところと、この予算については、今後も継続して予算化

していく考えなのか、この２点についてお聞かせください。 

◎商工農政課統括主査（今枝正継君） まず、お尋ねいただいた販路拡大で

すとか人材確保、そういった部分で、これまでビジネスサポートセンターの

相談を受けていく中で、実際にそういった話が出たのは、年に二、三件ほど

あります。 

 ただ、これまではその後の支援といった部分も予算化されていなかったも

のですから、なかなかビジネスサポートセンターの中でも、そういった提案

というのはこれまでしづらかったのかなというふうに考えております。今回、

こういったメニューも追加させていただいたことで、今後より利用いただけ

るのかなというふうに考えております。 

〔発言する者あり〕 
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◎商工農政課長（竹井鉄次君） 今後の項目というんですか、この予算につ

いてですけれども、今年やってみてどのような結果が出てくるか。一、二年

はやってみてどれぐらい効果があるのかというところを検証しながら、適切

にまた新しいメニューをつくったり、需要がないものについてはやめていっ

たり、廃止していったりというようなことで、固定ということではなくて、

柔軟に対応していければというふうに考えております。 

◎委員長（黒川 武君） 他に質疑はございませんか。 

〔挙手する者なし〕 

◎委員長（黒川 武君） 以上で、款６商工費についての質疑を終結します。 

 暫時休憩します。 

（休  憩） 

◎委員長（黒川 武君） 休憩を閉じ、会議を再開します。 

 続いて、款７土木費についての質疑を許します。 

 質疑はございませんか。 

◎委員（井上真砂美君） 石仏公園整備事業についてお尋ねします。 

 石仏整備事業に関することで雨水貯留施設について、埋蔵文化財発掘調査

の範囲を極力するための配置検討を行うってどのようなものなのか、ちょっ

と教えていただきたいと思います。 

◎都市整備課長兼企業立地推進室長（西村忠寿君） 今回、予定している場

所が石仏公園ですが、調整区域ということでございまして、こちらの埋立て

ですとか、そういう開発を実施する際については、雨水の浸透を阻害しない

ようにということで、一定のそういった施設を設けるといったことが義務づ

けられています。 

 そういう中で平成27年に基本設計を実施した際には、その雨水をためる貯

留施設というものについてきちっと協議しない、この辺りでいいんじゃない

かというような形での設置を検討しておったんですが、実施を数年後に迎え

まして、当然調整池ですから土の下に掘っていきます。それが埋蔵文化財の

発掘調査が必要になってくるということが出てくれば、今の川井野寄のとこ

ろもそうですが、そういった発掘調査を高額なお金をかけてやっていく必要

があるということがございます。 

 したがいまして、今回、この基本設計の修正を委託させていただく中で、

その位置や深さ等についても、少し最終的な公園の用途と併せて決定をして

いきたいというようなことでございます。 

◎委員（木村冬樹君） じゃあ同じところでお聞きします。 

 今回、雨水貯留施設だとか、既存の石仏スポーツ広場を合わせた修正設計
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だとかということと同時に、芝生広場の芝生を天然芝から人工芝へ変更とい

うことになります。 

 それで、人工芝でやっているグラウンドというのは、近隣でも幾つかあり

ますけど、見ていただくと、グラウンドの中に様々な競技のラインが引かれ

る形になってくると思います。そこにラインを引くということはないもんで

すから、既にあらかじめ引いておくんですよね。そういうところで競技によ

っては非常にやりにくいというような声もあるところだと思っています。 

 一方では、例えば体育協会、サッカー協会なんかの要望もあろうかと思い

ますけど、どういう経過でこのような変更になったのかという点についてお

聞かせください。 

◎都市整備課長兼企業立地推進室長（西村忠寿君） 今御質問のありました

芝を張る部分につきましては、多目的に利用できる広場というようなことで

位置づけをしておりましたが、おおむねサッカーを主に利用していただくと

ころにしていきたいというふうに思っております。どこまでの公式戦のレベ

ルが実施できるかという話はあるんですけれども、その辺りも含めて、そこ

については、人工芝を貼っていきたいというふうには思っているところであ

ります。 

 そこの利用につきまして、それから、今既存の北側にありますスポーツ広

場と言われている部分ですが、そちらのグラウンド等についても、現在、生

涯学習課のほうでスポーツ関係団体さんのほうにも、いろいろと今後の利用

勝手等についてもヒアリングを実施していただいておりまして、この基本設

計の修正業務の中でその辺りをまとめて、成果として反映をしていければな

あというふうに思っております。 

◎委員（大野慎治君） 私も石仏公園整備事業、本会議で建設部長が公園面

積の２分の１しかスポーツ施設として使えないといって多目的広場をサッカ

ーとして主に使うというと、それはもうスポーツ施設なんですよ。そうする

と、北側の今の現存する石仏公園もスポーツ施設なんです。あそこは野球も

できますし、スポーツもやっておられます。そうするとほぼほぼスポーツ施

設になっちゃって、それを北側の用途を変えるというのか、南側は限定して

週末のみとかに使ってもらうというふうにするのか、その辺の基本的な構想

というのは、どういうふうに考えられているんでしょうか。 

◎都市整備課長兼企業立地推進室長（西村忠寿君） そちらについても、も

う少しやはりまだ関係団体等の方々とのお話を伺っていく中で、その50％を

超えないということが条例で決まっておりますので、利用勝手が悪くならな

いように運動施設、それからあと、それ以外の施設の配置というのを決めて
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いきたいと考えております。 

◎委員（木村冬樹君） すみません、ちょっと戻ります。 

 市道南427号線道路改良事業についてもお聞かせいただきたいと思います。 

 物件調査業務委託料が計上されておりますが、全体の工事のスケジュール

がどうなるのかということと、通り抜け部分というのが、道幅がどのぐらい

になるのかということについてお聞かせいただきたいと思います。 

◎都市整備課長兼企業立地推進室長（西村忠寿君） スケジュールにつきま

しては、今回補正を上げさせていただく中で、用地買収、それから物件移転

の一部補償の関係がございますので、そちらの査定をさせていただいて、そ

の成果を基に土地所有者の方、権利者の方と交渉のほうをさせていただきた

いと思います。 

 実際、話が当然交渉させていただいて合意の下にということになりますの

で、順調にいけば今年度の下半期のほうで補正予算を取らせていただいて、

用地買収と、それから物件補償の予算のほうを上げさせていただきたいと思

っております。 

 そうしますと、延長も15メートルほどということでございますので、工事

につきましては、水路が関係していることもございまして、渇水期というこ

とで令和４年度の下半期に実施のほうを考えております。令和５年度には、

供用開始ができるようにスケジュールを考えております。 

 あと幅員ですね。４メートルを想定しています。南側の道もさほど広くな

いということもございまして、おおむねその幅員で計画をしていきます。 

◎委員（木村冬樹君） ４メートルということだもんだから、なかなか通り

抜けというところまでは難しさもあるかなと思いますけど、その辺の規制と

いうか、どのように考えていらっしゃるんでしょうか。 

◎都市整備課長兼企業立地推進室長（西村忠寿君） こちらは少し気を使い

ながら南の道路も通り抜けをしていただいているような状況なんですが、や

はり北へ抜ける道がここに新しくできるということで道路を広げてしまいま

すと、かなり抜け道としての利用が高まってしまう危険性があるというふう

に、地元説明会を開催させていただいた中でも御意見がございましたので、

車の利用の方には少し御不便になるかもしれませんが、そういう幅員でスピ

ードを上げて通らないようなことにしていきたいと考えております。 

◎委員長（黒川 武君） 他に質疑はございませんか。 

〔挙手する者なし〕 

◎委員長（黒川 武君） 以上で、款７土木費についての質疑を終結します。 

 暫時休憩します。 
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（休  憩） 

◎委員長（黒川 武君） 休憩を閉じ、会議を再開します。 

 続いて、款８消防費についての質疑を許します。 

 質疑はございませんか。 

◎委員（宮川 隆君） 素朴な質問です。 

 既存の防火水槽の内側に樹脂製のコーティングをかけるという御説明を事

前にいただいておるんですけれども、耐震性や強度に関しては問題ないとい

うことなんでしょうか。 

◎消防本部総務課長兼防災コミュニティーセンター長（加藤正人君） この

工法によります効果としましては、地震があった際に亀裂が躯体に入った場

合に漏水防止の措置となりますので、耐震化、崩れてしまうというような強

度の補強ではございません。ですので、ひび割れの漏水防止対策ということ

になります。 

◎副委員長（水野忠三君） 私も防火水槽の簡易耐震化でございますけれど

も、今回２基、石仏町、中本町ということで以前の質疑でもあったかと思い

ますが、それぞれの修繕等のスケジュール、どういう予定、何月頃とか、そ

ういうのをお伺いしたいと思います。 

◎消防本部総務課長兼防災コミュニティーセンター長（加藤正人君） 修繕

に関しましては、特に時期等はございませんが、梅雨の時期を避けたような

時期で施工するようにしております。 

◎委員（木村冬樹君） 今、宮川委員が聞いたことにほぼ関連するわけです

けど、耐震性を高めるだとか、強度を高めるだとかというものではなしに、

ひび割れを防止する対策としての内部のコーティングということの説明があ

りました。 

 それで、令和９年度までに20か所という計画だったというふうにお聞きし

ておりますが、今回の石仏町、中本町で８か所目になるのかなというふうに

思っています。これまでやってきたところでひび割れ防止対策として非常に

効果があるということで評価されているのかどうか、こういった点について

お聞かせください。 

◎消防本部総務課長兼防災コミュニティーセンター長（加藤正人君） 平成

30年度から令和２年度までに合計６基の防火水槽に簡易耐震化修繕を行いま

した。目視による点検を行っておりますが、その６基全てにおいて漏水等の

不具合等は確認しておりません。引き続き簡易耐震化を施した防火水槽の効

果について検証を継続していきたいと思っております。 

◎委員長（黒川 武君） ほかに質疑はございませんか。 
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〔挙手する者なし〕 

◎委員長（黒川 武君） 以上で、款８消防費についての質疑を終結します。 

 続いて、款９教育費についての質疑を許します。 

 質疑はございませんか。 

◎委員（関戸郁文君） よろしくお願いいたします。 

 修学旅行等キャンセル料補償金200万9,000円についてお尋ねいたします。 

 ４月の全協のときに５月の小学校は延期と、６月の中学校は実施という御

説明がございました。その後、緊急事態宣言が出て延期になったということ

だと思いますが、小学校のほうはキャンセル料は多分出なかったんだろうと

は思うんですが、その辺の契約上の違いなのか、キャンセルを申し出た時期

の違いなのか、その辺の経緯について御説明をお願いいたします。 

◎学校教育課長（近藤玲子君） まず、小学校のキャンセルについては、キ

ャンセル料は今のところ発生していないということで、小学校のほうは行き

先が京都・奈良ということで、まず京都・奈良のほうでのコロナウイルスの

感染拡大ということの状況があったものですから、早い時期に延期を決定し

ております。そのためキャンセル料が発生してないということ。 

 中学校については、行き先が山梨であったことから、また愛知県において

も緊急事態宣言の対象地域でなかったことから行くことを計画、予定をして

おりました。まん延防止措置から緊急事態宣言の対象地域になったというこ

とが、急遽というところもございまして、５月７日に通知を受けて、12日か

ら緊急事態宣言の対象地域になるということでしたが、５月７日に緊急事態

宣言の対象になるということが分かった時点で延期をしたと。その時点でも

う既に岩倉中学校については出発前の13日前、南部中学校については10日前

と、そのような時期となっておりましたので、キャンセル料が発生したもの

です。 

◎委員（関戸郁文君） ありがとうございます。 

 昨年もたしかキャンセル料が発生しそうな状況があったと思うんですが、

これは再発防止は難しい。例えば、今度９月、10月で多分予約が入っている

とは思いますが、そのときにまん延防止や何かが出たときには、また発生す

るものでこれは致し方ないという考えでよろしいでしょうか。 

◎学校教育課長（近藤玲子君） キャンセル料については、なるべく発生し

ないようにということで、昨日、校長会もございまして、その時点で今回延

期になった計画についても、キャンセル料が発生しないように旅行業者とも

確認をするなど、慎重な対応をすることをお願いしております。 

 また、令和４年度の修学旅行についても検討時期に入っておりますので、
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４年度についてもキャンセル料の発生がないように、慎重な検討、また情報

収集に努めてほしいという話をしております。 

◎委員長（黒川 武君） 他にございませんか。 

◎委員（井上真砂美君） 文化財保護費のほうからよろしくお願いします。 

 文化財保護費として、市制５０周年を迎えることで織田伊勢守信安の没後

の記念講演会等の事業が予定されていると思いますが、今のところ、時期と

か場所とか、予定が分かっていたら教えてほしいと思います。 

◎生涯学習課長兼総合体育文化センター長兼生涯学習センター長（佐野 隆

君） 時期や場所については、時期については秋以降というふうに考えてお

ります。場所については、生涯学習センターでコロナ禍の下でありますので、

50名ほどを集めて実施したいというふうに考えております。 

◎委員（桝谷規子君） 教育指導費のキャリアスクールプロジェクト事業に

ついてお聞かせください。 

 モデル校に東小学校が選定された経過はどのようなのでしょうか。また、

内容についてもお聞かせください。 

◎学校教育課長（近藤玲子君） 岩倉東小学校においては、令和２年、３年

度に愛知県金融広報委員会から金銭教育研究の委嘱も受けておりまして、キ

ャリア教育を軸とした勤労を尊ぶ考え方を身につける教育を推進しておりま

す。 

 また、特別支援学級では、児童・生徒がＪＡと連携して野菜を育てて販売

するなど、キャリア教育に日頃から力を入れているということで選定理由と

なりました。 

 また、今回、キャリア教育で実施する内容につきましては、地域のものづ

くり達人の話を聞く会、また人生の先輩から話を聞こうということで、獣医

さんから話を聞くと、そういったことで学ぶこと、働くことの意義や役割を

伝えてもらって、将来社会の一員として活躍できるように、子どもたちが職

業の選択の能力を養うだとか、自分の生き方の考えを深めるとか、そういっ

た機会とする計画となっております。 

◎委員（堀  巌君） 先ほどの文化財保護費の講演会の話なんですけれど

も、こういう時代背景の中で、例えばケーブルテレビ生中継とか、それから

録画をして後で見られるようにするとか、やっぱりできるだけたくさんの集

まれない人たちのために何か施す施策というのがこれから必要になってくる

と思うんですが、ここだけの話じゃないと思いますが、市全体のそういった

考え方について、もしあれば教えていただきたいというふうに思います。 

◎生涯学習課長兼総合体育文化センター長兼生涯学習センター長（佐野 隆
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君） 市全体というようなことだったので、私のほうで答えていいのかどう

か分かりませんけれども、一応この講演会については、動画で配信するとい

うようなことは、現状まだ考えておりませんけれども、実施に当たっては、

できるだけ広くこの内容が知られるような形で、結果とかを配信できるよう

な工夫はしていきたいというふうには考えております。 

◎委員長（黒川 武君） ほかに質疑はございませんか。 

〔挙手する者なし〕 

◎委員長（黒川 武君） 以上で款９教育費についての質疑を終わり、歳出

についての質疑を終結します。 

 続いて、歳入についての質疑に入ります。 

 質疑はございませんか。 

◎委員（木村冬樹君） 県支出金の商工費補助金ということでげんき商店街

推進事業費補助金についてお聞かせください。 

 以前も何かの事業で補助金を使ったというふうに思いますけど、この補助

金というのは県単独のものなのでしょうか。また、常設でこれからもずうっ

と補助金として県は維持していくという内容になっているものなのか。また、

分かればどういうものが対象になるかだとかについても少し教えていただき

たいと思います。 

◎委員長（黒川 武君） 暫時休憩します。 

（休  憩） 

◎委員長（黒川 武君） 休憩を閉じ、会議を再開します。 

◎建設部長（片岡和浩君） 今、御質問にありましたげんき商店街の推進事

業の補助金というのは、県の事業になります。 

 これにつきましては、これまでも岩倉市で行ってきたプレミアム商品券事

業の対象のものということで、うちのほうで申請をさせていただいて対象と

させていただいております。 

 昨年度の令和２年度に行ったプレミアム商品券もこの事業で充当をさせて

いただいております。この1,400万というのは上限額になるもんですから、

昨年度もこの金額、今年度もこの金額という形で対象事業ということでお願

いをしているという内容のものです。 

◎委員長（黒川 武君） ほかに質疑はございませんか。 

〔挙手する者なし〕 

◎委員長（黒川 武君） 以上で歳入についての質疑を終結いたします。 

 続いて、第２表 債務負担行為補正についての質疑に入ります。 

 質疑はございませんか。 



２２ 

◎委員（木村冬樹君） 総合体育文化センターの指定管理料について、５年

間の債務負担行為ということで限度額が示されております。 

 それで、以前の５年間の限度額より4,500万円ほど増額になっているとい

うふうに思いますが、その増額の要因といいますか、どのようなものなのか

お聞かせいただきたいと思います。 

◎生涯学習課長兼総合体育文化センター長兼生涯学習センター長（佐野 隆

君） 増額の主な要因としましては、受付及び清掃スタッフの人件費となっ

ております。積算根拠としては、県の最低賃金の推移実績に鑑みまして、今

後５年間の見込みを計算して積算しています。 

 また、トレーニング室の委託料、これはいわゆるトレーナーの人件費にな

るんですけれども、これも同じような理由で積算しております。 

 そのほか、施設の維持に必要な各種保守点検の増額分などが主な増額の要

因というふうになっております。 

◎委員長（黒川 武君） 質疑はございませんか。 

〔挙手する者なし〕 

◎委員長（黒川 武君） 以上で、第２表 債務負担行為補正についての質

疑を終結いたします。 

 お諮りします。 

 委員間討議を省略したいと思いますが、御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

◎委員長（黒川 武君） 御異議なしと認め、委員間討議を省略します。 

 次に、議案に対する討論に入ります。 

 討論はございませんか。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

◎委員長（黒川 武君） 討論はないようですので、直ちに採決に入ります。 

 議案第55号「令和３年度岩倉市一般会計予算（第４号）」について、賛成

の委員の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

◎委員長（黒川 武君） 挙手全員であります。 

 採決の結果、議案第55号は全員賛成により原案のとおり可決すべきものと

決しました。 

 以上で、当委員会に付託されました議案は議了いたしました。 

 なお、本委員会の委員長報告の文案につきましては、正・副委員長に御一

任願いたいと思いますが、御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 



２３ 

◎委員長（黒川 武君） 御異議なしと認め、そのように決しました。 

 以上で、財務常任委員会を閉会いたします。お疲れさまでした。 


